
(4)医 療 福 祉 情 報 

て初めて応用ができる。地域ではそれぞれがいろいろな

工夫や協力をしながら、支え合っている。机上の空論で

は、誰も動いてくれないし、地域ケア会議等での意見も

聞き入れてもらえない実情がある。冒頭のように、小地

域福祉活動がシステム化されようとする中で、画一的な

ものではなくクライエントと環境、地域住民や関係機関を

観察・評価し、常に応用できる実践力を高めていくことが

ソーシャルワーカーに求められるものではないだろうか。 

 

～支部事務局のご案内～ 
 

北海道医療ソーシャルワーカー協会は９つの支部によって構成されています。詳しくはお

近くの各支部事務局へお問い合わせ下さい。 
 

・・・・中央中央中央中央ＡＡＡＡ支部支部支部支部（（（（南区南区南区南区・・・・豊平区豊平区豊平区豊平区））））    

〒０６２－００３４ 

札幌市豊平区西岡４条４丁目 

１－５２１ 

西岡病院 医療相談室内 

ＴＥＬ ０１１－８５３－８３２２ 

ＦＡＸ ０１１－８５３－７９７５ 

    

・・・・中央中央中央中央ＢＢＢＢ支部支部支部支部（（（（北区北区北区北区・・・・中央区中央区中央区中央区・・・・石石石石

狩狩狩狩などなどなどなど））））    

〒０６０－００６２ 

札幌市中央区南２条西１９丁目 

同交会病院 医療相談室内 

ＴＥＬ ０１１－６１１－９１３１ 

ＦＡＸ ０１１－６１１－４５３７ 

    

・・・・中央中央中央中央ＣＣＣＣ支部支部支部支部（（（（白石区白石区白石区白石区・・・・東区東区東区東区））））    

〒０６５－８６１１ 

札幌市東区北１２条東３丁目 

１－１ 

天使病院 医療社会事業課内 

ＴＥＬ ０１１－７１１－０１０１ 

ＦＡＸ ０１１－７５１－１７０８ 

    

・・・・中央中央中央中央ＤＤＤＤ支部支部支部支部（（（（厚別区厚別区厚別区厚別区・・・・清田区清田区清田区清田区・・・・

北広島北広島北広島北広島・・・・江別江別江別江別・・・・恵庭恵庭恵庭恵庭・・・・千歳千歳千歳千歳などなどなどなど））））    

〒０６９－０３７２ 

岩 見 沢 市 幌 向 南 ２ 条 ３ 丁 目   

１１１番地 

介護プランセンターほろむい 

ＴＥＬ ０１２６－３２－６６２１ 

ＦＡＸ ０１２６－３２－６６６８ 

・・・・中央中央中央中央ＥＥＥＥ支部支部支部支部（（（（西区西区西区西区・・・・手稲区手稲区手稲区手稲区・・・・小小小小

樽樽樽樽・・・・    倶知安倶知安倶知安倶知安・・・・岩内岩内岩内岩内・・・・余市余市余市余市などなどなどなど））））    

〒０６３－０８１１ 

札幌市西区琴似１条５丁目 

１－１ 

静和記念病院  

地域医療連携室内 

ＴＥＬ０１１－６１１－１１１１ 

ＦＡＸ０１１－６１１－１１２７（直） 

 

 

 

●●●●札幌支部連絡協議会札幌支部連絡協議会札幌支部連絡協議会札幌支部連絡協議会    

〒０６０－０００１ 

札幌市中央区北１条西９丁目 

リンケージプラザ４Ｆ    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

【【【【南支部南支部南支部南支部】（】（】（】（函館函館函館函館・・・・八雲八雲八雲八雲・・・・瀬棚瀬棚瀬棚瀬棚なななな

どどどど））））    

〒０４２－８５１１ 

函館市駒場町９－１８ 

富田病院 生活支援室内 

ＴＥＬ ０１３８－５２－１１１２ 

ＦＡＸ ０１３８－５５－２２４３ 

    

【【【【日胆支部日胆支部日胆支部日胆支部】（】（】（】（室蘭室蘭室蘭室蘭・・・・登別登別登別登別・・・・伊達伊達伊達伊達・・・・

苫小牧苫小牧苫小牧苫小牧・・・・洞爺洞爺洞爺洞爺・・・・白老白老白老白老・・・・浦河浦河浦河浦河などなどなどなど））））    

〒０５１－８５０１ 

室蘭市新富町１丁目５－１３ 

日鋼記念病院 

ＴＥＬ ０１４３－２２－２２２５（直） 

ＦＡＸ ０１４３－２２－５２９６ 

    

【【【【北支部北支部北支部北支部】（】（】（】（旭川旭川旭川旭川・・・・富良野富良野富良野富良野・・・・北見北見北見北見・・・・

網走網走網走網走・・・・紋別紋別紋別紋別・・・・稚内稚内稚内稚内・・・・滝川滝川滝川滝川などなどなどなど））））    

〒０９０－８６６６ 

北見市北６条東２丁目１番地 

北見赤十字病院 

ＴＥＬ ０１５７－２４－３１１５ 

ＦＡＸ ０１５７－２２－３３３９ 

    

【【【【東支部東支部東支部東支部】（】（】（】（釧路釧路釧路釧路・・・・帯広帯広帯広帯広・・・・根室根室根室根室なななな

どどどど））））    

〒０８５－０８０５ 

釧路市桜ヶ丘１丁目１０番３４号 

桜ヶ丘医院居宅介護事業部 

ＴＥＬ ０１５４－９１－０８０１ 

ＦＡＸ ０１５４－９１－０８８５ 
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北海道医療ソーシャルワーカー協会ニュース(1) 

 

第第第第２５２５２５２５号号号号                                                     平成平成平成平成２０２０２０２０年年年年１１１１月月月月２５２５２５２５日発行日発行日発行日発行    

ぱぶりけーしょん 
事務局 北海道医療ソーシャルワーカー協会 

札幌市中央区南４条西１０丁目 

北海道難病センター内 

http://sar-jp.com/msw/ 

 

    身近身近身近身近なななな課題課題課題課題をををを地域活動地域活動地域活動地域活動へつなげるへつなげるへつなげるへつなげる    
 

    

    

    

北海道医療北海道医療北海道医療北海道医療ソーシャルワーカーソーシャルワーカーソーシャルワーカーソーシャルワーカー協会協会協会協会    

会会会会    長長長長            関関関関            建建建建    久久久久    

                         （（（（所属所属所属所属：：：：道東脳神経外科病院道東脳神経外科病院道東脳神経外科病院道東脳神経外科病院））））    

 

ある病院のソーシャルワーカーは、転院して長期療養

するクライエントの療養先の確保に困っていた。そこでそ

のワーカーは近隣の病院のワーカー達と協議し、地域の

長期療養病院の受け入れ基準や待機期間のリストを作

成した。 

 またある病院のソーシャルワーカーは高次脳機能障害

のクライエントが利用できる地域のサービス種類・量が少

ないと感じた。そこで同様の意見を持つ仲間を募り、その

ワーカーの所属する職能団体のネットワークを利用し、広

報誌を発行し、啓発活動をおこなった。 

 ある居宅介護支援事業所のケアマネジャーは、地域内

でのケアマネジャーのアセスメント力が弱く、単に利用者

の望むサービスばかりをプランに組み込んでいるように

感じた。そこでケアマネジャーを対象に、クライエントのス

トレングスを活用した面接技術の勉強会を近隣の居宅介

護支援事業所へ声をかけ実施し、利用者のプラス面に焦

点を当てた面接技術獲得を目的とした勉強会を開催して

いる。 

 

 私たちソーシャルワーカーは何らかの生活上の課題を

抱えたクライエントへ援助を行っています。しかしクライエ

ント個人だけを対象にしているだけではなく、実は個別援

助の延長線上でソーシャルワーカーは所属する組織、近

隣の機関や地域に対して何らかの働きかけを行っていま

す。冒頭に挙げた三つの出来事は、実際に当協会の会

員が行っている活動です。これは直接クライエントに対す

る援助ではありませんが、ソーシャルワーカーの重要な

役割です。 

 ソーシャルワークは「個人と環境の接点へ介入する」こ

とが特徴です。これは個人に対する働きかけばかりでなく、

また環境だけでもありません。「接点へ介入する」というの

は、ソーシャルワーカーが毎日出会うクライエントの抱え

る課題と社会資源への調整や環境の改善を目指す具体

的な活動でもあります。 

 

当協会は昨年協会設立 50 周年を迎え、これからの協

会活動の重要な柱の一つに「会員の地域活動への支援」

をあげました。地域活動というと何かかしこまった「協議

会」や「委員会」を想像しがちです。もちろんこういった委

員会で発言していくことは重要ですが、北海道各地でおこ

っている様々な課題、貧困、障害、病気や社会制度など

に対し、冒頭で紹介したような、会員が取り組んでいる活

動も重要な地域活動です。当協会ではこういった活動に

対し、会員を始め地域の関係機関の皆様と協働して取り

組んでいけるようバックアップしたいと考えています。 

この度「地域活動での取り組み」をテーマに本誌を発行

いたします。地域に横たわる多くの課題を皆様とともに協

力して改善していきたいと思います。 

今年もどうぞ宜しくお願い申し上げます。 

以上 
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 (2)医 療 福 祉 情 報 

    

    『『『『日本最北端日本最北端日本最北端日本最北端ののののホームレスホームレスホームレスホームレス』』』』        

    

    

旭川旭川旭川旭川・・・・上川社会保障推進協議会上川社会保障推進協議会上川社会保障推進協議会上川社会保障推進協議会    

常任運営委員常任運営委員常任運営委員常任運営委員        太田太田太田太田    秋男秋男秋男秋男    

    

    

厳寒の旭川にホームレスがいるとは誰も思っていませ

んでした。しかし、旭川は現実にホームレスが住む日本最

北端の街なのです。０３年９月、初めてホームレスの「生

活健康相談会」を行ってから４年が過ぎました。この間、

脱ホームレスをめざす２４０人に対して生活保護の相談か

ら申請・受給までの支援や、住宅・就労・医療などの支援

にとりくんできました。当初、公式確認では２１人が路上

（野宿）生活を送っていました。現在は、車上生活者の実

態は把握できていませんが平均１０人程度に減少してい

ます。市民ボランティアの会・市担当部局・社保協の三者

が日常的に連携し、関係機関とともに自立支援活動を継

続してきた結果でもあると考えています。 

 

 私たちがホームレスの自立支援活動をすすめる上で、

ＭＳＷの専門的な関わりを得られたことも大きな力になっ

ています。０２年８月、国は「ホームレスの自立の支援に

関する特別措置法」を施行しましたが、具体的な施策は

該当する地方自治体に委ねられていました。当初、旭川

でもホームレス対策は手探り状態の時でした。「生活健康

相談会」に参加していただいたＭＳＷが、ホームレス個々

の抱えている問題を整理し、自立に向けた的確なアドバ

イスや、関係機関と粘り強く調整を重ねる姿から多くのこ

とを学ぶことができました。ＭＳＷの皆さんにとっては当り

前のことでも、面談での接し方、相談記録の取り方、社会

資源の活用方法の指導など、ボランティアとして参加した

者が経験させていただいたことが今日の支援活動に引き

継がれています。 

  

全国のホームレスは０７年厚労省調査で１８５６４人、 

０３年の全国調査より６７３２人減少しました。厚労省は

「景気回復に伴う雇用改善が影響した」としていますが、

住居がないことを理由とするネットカフェ難民が全国で約

５４００人と推計されるなど、経済格差はむしろ拡大されて

おり実態が多様化したと捉えるほうが正確だと思います。

働いてもまともな生活ができない、ワーキングプア（働く貧

困層）の問題も、ホームレス予備軍との関連で深刻な課

題になっています。ホームレスになる要因で最も多いの

は職を失うことであり、安定した仕事に就けないことです。

特に北海道（旭川）の雇用は厳しい状況が続いています。

０７年１０月の旭川職安管内の有効求人倍率は０．５２倍

ですが、正社員の実質有効求人倍率は０．２～０．３倍と

低迷したままです。全道の有効求人倍率も、改善している

と言うものの０．５５倍にすぎません。若者をはじめ多くの

働き手が道外に仕事を求め、大半が非正規の派遣労働

に従事しています。その経済的基盤は極めて脆弱なもの

で、ひとたび仕事が途絶えると路上（野宿）に流れること

になります。北海道が日本最大のホームレス供給地帯で

あるとの指摘は今も変わっていません。 

 

一度ホームレスになると自力で社会復帰するのは極め

て困難になります。住所不定で保証人もいない、お金もな

いし保険もないから病院にもかかれない、会社の面接を

受けても連絡先がないため断られる、アパートもなかなか

貸してもらえない。路上（野宿）生活をすることで精神的・

心理的に大きな苦痛も伴うし、常に暴行や犯罪にまき込

まれる危険にもさらされています。まして冬の旭川は厳し

すぎます。命がけのホームレス生活を送っている彼等は、

一人では自立の道をあきらめていても具体的な支援があ

ると前向きに努力していきます。特に福祉や医療の支援

が必要な人は、ＭＳＷが関わることで問題が解決する事

例も少なくありません。 

 

これまで大勢のホームレスが路上（野宿）から脱して行

きました。しかし、新たなホームレスが次々と生まれてお

り、若年層にも広がっていることが危惧されています。ホ

ームレスの自立支援は勿論ですが、ホームレス予備軍に

対する対策も重要です。福祉・医療の現場や地域社会の

中でも、いつホームレスになってもおかしくない事態が確

実に広がっていると実感するからです。日本国憲法第２５

条の理念や、生活保護法第１条の目的が真に生かされる

ことが大切であると思います。 

 

２００７年１２月２０日 

 

    

H o k k a i d o  A s s o c i a t i o n  o f  M e d i c a l  S o c i a l  W o r k e rH o k k a i d o  A s s o c i a t i o n  o f  M e d i c a l  S o c i a l  W o r k e rH o k k a i d o  A s s o c i a t i o n  o f  M e d i c a l  S o c i a l  W o r k e rH o k k a i d o  A s s o c i a t i o n  o f  M e d i c a l  S o c i a l  W o r k e r ssss

医 療 福 祉 情 報(3) 

    

                地域活動地域活動地域活動地域活動にはにはにはには““““実践力実践力実践力実践力””””    

        
    

    

苫小牧市中央地域包括支援苫小牧市中央地域包括支援苫小牧市中央地域包括支援苫小牧市中央地域包括支援センターセンターセンターセンター    

社会福祉士社会福祉士社会福祉士社会福祉士        浅浅浅浅    野野野野        豊豊豊豊    

 

 

平成１９年１２月「生活安心プロジェクト」緊急に講ずる

具体的な施策（内閣府）の中の国民の声への返答で、厚

生労働省は、「身近な地域において支援を必要とする

人々に対する見守り・声かけをはじめとする福祉活動の

活性化を行おうとする市町村に対し、地域の支援担当者

や地域住民の調整役を担う者（コミュニティソーシャルワ

ーカー（仮称））の配置などを行うモデル事業を創設する。

（20 年度）」と回答している。期間は２年間で全国１００カ

所の地域に配置するとのこと。

    

 

先日、地域のケアマネジャーとの事例検討会の中で、

現在も独居を続けている８０歳になる女性の事例があっ

た。 

「「「「子供子供子供子供たちはそれぞれたちはそれぞれたちはそれぞれたちはそれぞれ独立独立独立独立しししし遠方遠方遠方遠方でででで生活生活生活生活しししし、、、、年年年年３３３３～～～～４４４４回回回回

帰省帰省帰省帰省するするするする程度程度程度程度だっだっだっだったたたた。。。。２５２５２５２５年前年前年前年前にににに夫夫夫夫がががが死亡死亡死亡死亡してからしてからしてからしてから現在現在現在現在まままま

でででで一人一人一人一人でででで生活生活生活生活してきたしてきたしてきたしてきた。。。。半年半年半年半年ほどほどほどほど前前前前、、、、近所近所近所近所のののの友人友人友人友人からからからから東東東東

京京京京のののの長男長男長男長男にににに「「「「最近最近最近最近、、、、様子様子様子様子がおかしいよがおかしいよがおかしいよがおかしいよ」」」」とのとのとのとの連絡連絡連絡連絡がががが入入入入りりりり、、、、

長男長男長男長男がががが心配心配心配心配してしてしてして介護保険課介護保険課介護保険課介護保険課にににに連絡連絡連絡連絡したしたしたした。。。。介護保険課介護保険課介護保険課介護保険課よりよりよりより

居宅介護支援居宅介護支援居宅介護支援居宅介護支援（（（（ケアマネジャーケアマネジャーケアマネジャーケアマネジャー））））のののの依頼依頼依頼依頼がありがありがありがあり、、、、援助援助援助援助をををを開開開開

始始始始したというしたというしたというしたという。。。。２２２２年年年年ほどほどほどほど前前前前からからからから徐徐徐徐々々々々にににに身身身身のののの回回回回りのことがでりのことがでりのことがでりのことがで

きなくなりきなくなりきなくなりきなくなり、、、、地域地域地域地域のののの民生委員民生委員民生委員民生委員、、、、友人家族友人家族友人家族友人家族がががが一緒一緒一緒一緒にににに食事食事食事食事をををを

したりしたりしたりしたり、、、、温泉温泉温泉温泉にににに連連連連れてれてれてれて行行行行ったりとったりとったりとったりと地域地域地域地域（（（（町内会町内会町内会町内会））））ぐるみでこぐるみでこぐるみでこぐるみでこ

のののの女性女性女性女性をををを支支支支えていたえていたえていたえていた。。。。最近最近最近最近ではではではでは、、、、調理調理調理調理もままならないためもままならないためもままならないためもままならないため

５５５５～～～～６６６６回回回回／／／／週週週週はははは、、、、友人友人友人友人のののの自宅自宅自宅自宅でででで食事食事食事食事をしているをしているをしているをしている状況状況状況状況だっだっだっだっ    

たたたた。。。。依頼依頼依頼依頼をををを受受受受けたけたけたけたケアマネジャーケアマネジャーケアマネジャーケアマネジャーはははは、、、、これはこれはこれはこれは大変大変大変大変とととと毎日毎日毎日毎日ヘヘヘヘ    

    

ルパールパールパールパーをををを入入入入れれれれ、、、、正月正月正月正月などなどなどなどヘルパーヘルパーヘルパーヘルパーがががが休休休休みのみのみのみの時時時時にはにはにはには、、、、自自自自らららら

がががが安否確認安否確認安否確認安否確認もももも含含含含めためためためた援助援助援助援助をををを開始開始開始開始したしたしたした。。。。そのことによりそのことによりそのことによりそのことにより、、、、地地地地

域域域域でのでのでのでの支支支支ええええ合合合合いのいのいのいの関係関係関係関係がががが崩壊崩壊崩壊崩壊ししししケアマネジャーケアマネジャーケアマネジャーケアマネジャーにににに依存依存依存依存すすすす

るようになってきたとのことだったるようになってきたとのことだったるようになってきたとのことだったるようになってきたとのことだった。」。」。」。」    

 この事例から、ケアマネジャーの対応の是非は別として、

地域や近隣で独居の方を支えていく活動がおこなわれて

いることに感心した。 

地域活動は地域を知ることから始まる。クライエントが

どのような地域で、どのような環境で暮らしているのかを

知り、地域の持っている力をいかに活用できるかを考えて

援助する視点を持つことが大切だと考える。所属機関の

機能によりアウトリーチできない場合も多くあり、現実的で

はないと思われるかもしれないが、事例のようにその個

人が持つ小さなネットが、地域には顕在している。個々の

ケースを通じて地域を知る。その積み重ね（実践）があっ
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１ 趣 旨 

単身高齢者や高齢者世帯のみの世帯が増加している中で、都市部などにおいて、地域から孤立した状態で高齢者が

死亡する事例等が社会問題となっている。単身高齢者及び高齢者のみの世帯数は今後も増加することが予想される一

方、地域のコミュニティ意識の希薄化が指摘されている中で、こうした高齢者等が地域から孤立することのないよう、取り

組みを進める必要がある。 

このため、孤立死ゼロを目指して、「高齢者等が一人でも安心して暮らせるコミュニティづくり推進会議（「孤立死ゼロ」

を目指して）」（以下「推進会議」という。）を開催し、各地域において実践されている特徴的な取り組みを全国に普及させ

るとともに、高齢者等が一人でも安心して暮らせるコミュニティづくりに向けて、国民等に提言することとする。 

 

高齢者等が一人でも安心して暮らせるコミュニティづくり推進会議（「孤立死」ゼロを目指して）より 




